一般交通方法の経済的意義とその特質 (承前) by 今野 秀輔
一
般
交
通
方
法
の
經
濟
的
意
義
と
其
特
質
（
承
前
）
D
r
．
E
m
i
l
　
S
a
x
　
著
今野秀輔譯
目
　
　
　
　
次
第
一
章
交
通
方
法
せ
其
完
成
の
影
響
を
つ
け
る
経
済
的
発
達
。
一
、
年
産
に
及
ば
せ
る
影
響
。
一
、
生
産
企
業
の
内
部
の
性
質
に
及
ぼ
せ
る
影
響
。
一
、
疎
に
土
地
生
産
に
就
与
て
。
一
、
原
料
品
加
工
。
一
、
地
方
経
済
よ
り
世
界
経
済
に
こ
至
る
経
過
。
一
、
生
産
上
に
及
ば
せ
る
電
気
動
力
の
影
響
。
一
、
商
業
の
形
態
l
こ
及
ば
せ
互
父
通
報
蓮
の
影
響
。
一
、
労
銀
、
資
本
利
子
及
び
地
代
l
こ
及
ば
せ
る
影
響
。
一
、
完
成
せ
る
交
迫
潮
煙
l
こ
依
り
て
種
々
な
る
生
活
区
域
に
及
ぼ
し
お
る
影
響
亡
夫
よ
り
登
生
せ
る
経
済
上
の
反
動
。
第
二
章
交
通
方
法
の
経
済
的
特
性
。
一
、
祁
互
的
経
済
関
係
に
於
け
旦
父
通
方
法
の
技
術
的
要
素
。
一
、
経
済
的
婁
嘉
の
交
通
方
法
の
完
成
上
行
は
れ
お
る
推
移
。
一
、
現
代
交
通
方
法
の
資
本
主
萌
的
性
質
。
一
、
交
通
の
抜
戊
法
則
。
一
、
交
通
の
集
中
法
則
。
「
交
通
の
方
向
法
則
。
生
産
に
及
ぼ
せ
る
影
響
先
づ
運
送
方
法
の
一
般
的
螢
達
よ
ゎ
、
生
産
の
増
加
に
及
ぼ
す
、
全
く
二
足
の
影
響
あ
る
事
明
白
な
り
、
生
産
品
の
坂
東
能
力
ビ
債
格
構
成
ビ
に
及
ぼ
す
交
通
方
法
の
作
用
に
就
き
て
の
供
述
は
、
夫
れ
の
み
に
て
、
貨
物
の
生
産
に
封
す
る
作
用
の
確
定
事
た
る
を
意
味
す
か
の
で
あ
る
。
前
述
の
倍
格
現
象
は
、
事
賞
的
販
貢
を
前
提
ビ
し
、
且
共
販
貢
は
皆
該
貨
物
の
製
造
を
．
前
提
ど
す
。
佳
産
が
生
産
品
の
販
貢
の
轄
張
を
見
た
る
市
場
を
利
用
す
る
限
わ
、
地
方
的
状
態
及
び
其
範
一
般
交
通
方
法
の
経
済
的
意
義
ぜ
特
質
一
七
五
商
業
さ
経
済
固
に
て
、
生
産
は
自
ら
愛
子
。
一
部
分
は
或
地
方
の
生
産
が
、
其
他
の
地
方
の
生
産
の
代
、
り
に
起
っ
て
来
る
、
此
事
た
る
や
全
国
の
瓶
一
域
に
も
趨
用
せ
ら
る
。
併
し
乍
ら
叉
以
前
高
き
運
賃
の
ゑ
に
、
事
実
上
生
産
せ
ら
れ
宇
且
又
、
需
要
地
に
て
生
産
し
得
る
能
は
ぎ
り
し
如
き
貨
物
を
、
今
出
来
る
丈
製
造
し
う
る
に
よ
り
て
、
総
割
合
の
勝
賞
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
乍
併
夫
を
以
て
交
通
方
法
の
完
成
に
よ
り
て
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
は
決
し
て
謹
き
た
り
ご
せ
ぬ
、
終
局
の
結
果
に
強
〈
影
響
す
る
間
接
の
作
用
が
是
を
詮
し
，
て
ゐ
る
。
運
送
可
能
法
さ
購
買
可
能
性
ご
は
、
四
方
に
後
達
し
、
生
産
品
の
市
場
直
域
は
、
大
な
る
面
積
に
集
中
す
る
事
に
依
b
、
麓
々
な
る
生
産
地
問
の
競
守
は
刺
戟
増
進
せ
ら
る
。
此
駄
に
関
し
て
、
業
営
該
貨
物
を
最
僅
少
の
生
産
費
を
以
て
、
製
造
し
得
る
欣
況
に
あ
る
生
産
者
に
、
最
大
の
見
込
を
輿
ふ
る
舎
以
て
、
英
生
産
者
は
.
彼
等
の
経
済
統
態
、
の
恩
恵
営
、
著
し
く
撲
張
し
た
る
需
要
者
区
域
に
よ
り
て
、
極
度
に
利
用
す
る
を
得
。
故
じ
目
疋
等
の
生
産
者
は
、
生
産
口
聞
を
よ
一
七
六
h
ッ
廉
偵
に
提
供
し
、
夫
に
依
b
他
の
生
産
者
を
し
て
、
生
産
子
出
来
う
る
限
り
有
利
に
行
ひ
、
債
格
の
提
供
に
於
て
も
、
例
へ
幾
分
薄
利
合
以
て
す
る
さ
も
、
同
一
の
歩
調
に
出
づ
る
様
に
全
力
を
傾
注
す
る
の
徐
義
な
き
に
至
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
〈
し
て
競
争
が
内
包
的
に
増
加
す
る
事
に
依
り
、
最
大
限
度
に
債
格
を
表
示
し
て
、
増
加
せ
る
生
産
品
の
販
責
に
努
力
す
る
の
要
あ
る
や
』
各
に
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
b
債
格
に
及
ぼ
し
た
る
底
近
は
、
消
費
増
加
の
街
勤
を
招
致
す
る
に
相
違
な
く
、
是
は
必
然
起
A
Y
来
る
生
産
増
加
を
維
持
し
、
事
情
に
依
り
で
は
、
兎
に
角
、
生
産
を
猶
一
層
行
ふ
作
用
を
谷
川
す
事
三
な
る
。
斯
様
な
る
後
遣
の
詐
に
、
業
競
争
者
に
勿
論
追
従
す
る
事
を
得
ま
る
者
、
又
は
夫
を
欲
せ
ゴ
る
生
産
者
は
打
撃
+
伊
岳
一
端
る
の
で
あ
る
。
其
他
原
料
品
購
入
上
の
廉
債
さ
い
ふ
黙
に
介
在
す
る
生
産
費
の
軽
減
さ
い
ふ
事
も
あ
る
。
貨
物
の
製
造
に
、
技
術
上
必
要
芭
す
る
総
て
の
材
料
さ
入
手
芯
缶
、
生
産
場
所
に
具
備
し
て
ゐ
な
い
。
か
〉
る
貨
物
は
生
産
を
行
は
る
》
に
先
だ
ち
、
往
々
場
所
の
縫
夏
合
要
す
る
の
で
あ
る
。
交
通
方
治
の
完
成
は
、
恒
に
加
増
的
に
此
輪
以
備
費
用
を
減
少
す
。
貨
物
の
製
造
上
漁
備
費
に
依
り
て
得
た
る
賞
受
の
軽
減
は
、
明
か
に
債
格
上
に
て
表
は
る
、
他
方
斯
様
な
る
貨
物
を
、
廉
僚
に
て
輸
入
す
る
事
は
、
上
述
の
補
助
機
関
の
な
き
ゑ
に
存
在
せ
ぎ
り
し
地
方
に
て
生
産
す
る
を
得
し
な
、
甲
又
は
乙
の
方
法
に
て
再
び
生
産
増
加
に
及
ば
す
影
響
が
起
る
の
で
あ
る
。
終
b
に
此
影
響
は
、
猶
他
の
方
面
か
ら
も
一
段
深
め
ら
れ
る
、
運
設
費
は
、
貨
物
の
交
換
上
無
盆
の
負
擦
に
し
て
、
従
っ
て
葉
軽
減
は
、
他
の
目
的
の
匁
使
用
し
得
ら
る
、
力
に
相
応
せ
る
節
約
さ
同
意
義
で
あ
る
o
運
送
の
須
の
労
働
及
び
資
本
上
の
失
費
は
、
ム
ー
や
交
通
方
法
の
完
成
に
依
り
て
相
調
的
に
減
少
せ
ら
る
、
完
全
な
る
交
通
方
法
は
、
先
づ
其
成
立
及
び
経
替
に
、
勢
力
さ
資
本
ご
や
』
要
求
す
る
も
、
複
雑
な
る
利
用
効
巣
よ
り
見
て
、
比
較
的
迄
に
少
な
き
費
用
が
費
や
さ
る
。
是
先
以
て
生
産
の
増
加
に
お
す
る
障
害
の
撤
排
で
あ
る
。
不
完
全
な
る
交
通
方
法
に
於
て
は
、
運
治
ケ
成
就
せ
し
む
る
匁
に
必
要
で
あ
っ
た
労
力
ご
一
般
交
活
方
訟
の
経
泊
的
出
品
誌
で
特
質
資
本
さ
は
、
生
産
の
増
加
に
も
免
が
る
能
は
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
的
絞
れ
ざ
も
、
交
遮
の
完
成
は
、
一
定
の
給
付
量
に
劃
す
る
人
力
の
需
要
争
ば
、
技
術
的
に
進
む
に
よ
り
て
減
少
せ
し
む
、
又
場
所
移
特
の
逮
皮
は
他
の
行
結
局
、
殊
に
貨
物
製
造
の
忽
に
利
用
さ
る
、
当
時
に
於
て
額
著
な
る
利
盆
を
奥
ふ
。
水
上
及
び
陸
上
の
、
運
な
が
殊
に
現
代
の
交
通
方
法
、
下
b
て
は
自
縛
事
に
至
る
ま
で
も
に
依
り
て
経
験
せ
ら
れ
し
、
非
常
に
大
な
る
速
度
ケ
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
是
こ
ぞ
、
生
産
上
供
給
せ
ら
る
ぺ
き
労
力
の
増
加
含
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
に
関
し
て
は
、
運
誌
上
の
積
々
の
改
善
は
同
様
の
意
味
に
て
主
張
せ
ら
る
、
印
も
貨
物
の
破
壊
或
は
損
傷
を
減
歩
る
に
依
り
、
一
層
大
な
る
安
令
性
さ
運
送
口
叩
の
性
質
ご
を
考
慮
せ
ら
れ
た
る
構
造
は
、
部
も
資
本
の
節
約
ご
、
多
穏
多
用
の
資
本
又
は
労
カ
を
節
約
す
ぺ
き
方
針
(
損
害
輪
以
防
等
)
に
於
け
る
放
客
及
び
逓
信
の
完
備
、
其
時
間
中
給
付
能
力
ぞ
奪
は
れ
た
る
間
定
資
本
さ
な
る
が
放
に
、
貨
物
の
聡
没
中
及
び
夜
庫
時
間
の
短
縮
に
依
れ
る
運
送
給
付
の
増
加
的
速
度
及
び
一
七
七
商
業
主
経
済
包
容
方
も
、
此
種
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
o
総
て
是
等
の
個
々
の
作
用
を
、
総
岨
胞
の
始
以
来
を
う
る
結
局
に
質
現
す
る
な
ら
ば
、
労
働
及
び
資
本
の
雨
生
産
要
素
が
、
交
通
完
成
に
依
り
、
生
産
の
増
加
さ
な
b
て
表
は
る
べ
き
、
あ
る
カ
を
経
験
す
る
事
に
就
き
て
、
疑
を
挟
ま
ぬ
で
あ
ら
う
c
交
通
方
法
の
後
達
が
、
生
産
よ
り
土
地
を
奪
ふ
さ
い
ふ
事
は
、
例
ム
ザ
側
々
の
場
合
に
於
て
、
例
令
ば
航
行
し
う
る
河
水
の
水
位
や
調
節
す
る
が
た
め
、
大
な
る
人
潟
的
湖
水
を
設
置
す
る
が
如
き
場
合
に
、
恐
ら
く
問
題
ご
な
り
し
事
あ
る
ぺ
き
も
、
障
害
物
ご
し
て
作
用
す
る
に
該
営
す
る
が
如
き
事
は
、
今
日
迄
質
詮
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
目
疋
等
の
現
象
の
終
局
の
結
果
は
、
連
途
方
漆
の
交
通
創
造
作
用
ざ
し
て
、
交
通
形
態
の
上
に
及
ぼ
せ
る
反
動
作
用
の
中
に
て
合
得
し
た
る
慮
の
製
造
貨
物
の
持
綾
的
に
頴
著
な
る
増
加
で
あ
る
。
乍
併
勿
論
英
作
用
が
漸
次
質
施
き
る
、
殺
カ
に
就
き
で
は
比
較
的
弱
ま
る
事
、
並
び
に
他
の
反
動
的
経
済
上
の
原
因
に
依
り
、
一
部
分
阻
害
せ
ら
る
〉
事
あ
り
、
又
往
々
過
重
に
又
は
過
少
に
評
偵
せ
ら
る
〉
事
ケ
度
外
視
し
て
一
七
八
の
事
で
あ
る
。
是
に
よ
り
て
交
通
上
に
表
は
れ
た
る
俊
一
速
さ
.
従
前
費
用
額
に
よ
り
て
妨
げ
ら
れ
た
る
、
交
通
慾
望
の
充
足
を
生
壱
し
め
た
る
、
完
全
な
る
交
通
方
法
会
喚
起
せ
し
夫
等
の
交
通
行
結
局
さ
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
人
は
此
黙
仁
就
き
、
改
善
せ
ら
れ
た
る
交
通
方
訟
に
依
り
て
解
決
せ
ら
れ
又
は
喚
起
せ
ら
る
¥
A
潜
在
的
交
通
さ
い
ふ
て
ゐ
る
。
生
産
企
業
の
内
的
性
質
に
及
ぼ
す
影
響
区
域
に
影
mm
一
目
す
る
原
図
的
連
繋
に
於
て
、
生
産
の
特
性
上
明
白
な
規
定
が
あ
る
。
販
貢
及
び
生
産
の
範
図
の
慌
張
も
、
此
黙
に
於
て
規
準
的
影
響
を
有
し
て
ゐ
る
。
如
何
さ
な
れ
ば
二
定
皮
の
生
存
力
増
加
す
る
時
、
及
び
夫
に
聞
か
れ
た
る
販
寅
可
能
性
存
す
る
時
に
際
し
、
始
め
て
土
地
開
拓
に
は
外
延
的
経
替
方
法
よ
り
、
内
包
的
経
勝
目
に
移
る
経
済
的
可
能
性
が
あ
る
、
材
料
加
工
業
に
於
て
は
、
亦
生
産
設
の
軽
減
に
間
接
的
作
用
を
有
す
る
庭
の
大
経
楼
を
採
用
す
る
勤
機
が
奥
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
交
通
方
法
ご
、
生
産
さ
の
問
に
在
る
全
く
直
接
の
関
係
は
、
指
摘
し
た
る
駄
に
於
て
重
き
を
な
す
。
実
関
係
よ
り
し
て
、
一
般
に
交
換
の
行
は
る
、
遠
隔
な
る
経
済
区
域
間
の
貨
物
の
交
換
は
、
不
完
全
な
る
運
送
方
法
に
於
て
は
、
其
自
然
的
性
質
若
く
は
、
住
民
の
文
化
の
程
度
に
依
b
、
英
範
囲
の
各
区
域
に
於
て
、
結
局
特
有
な
生
産
品
が
制
限
せ
ら
る
〉
結
果
さ
な
る
o
然
る
に
交
通
方
法
の
次
第
に
後
述
す
る
に
つ
れ
、
古
は
地
方
的
に
の
み
販
資
能
力
あ
り
し
諸
積
の
一
同
一
域
に
て
、
生
産
せ
ら
る
べ
き
貨
物
の
生
産
及
び
交
換
に
於
て
一
般
化
し
、
又
盆
範
岡
康
ま
る
競
争
が
開
始
せ
ら
る
の
で
あ
る
。
ロ
ハ
地
方
的
に
制
限
せ
ら
れ
た
る
販
頁
上
の
斯
の
如
き
可
能
性
は
、
立
(
生
産
口
聞
に
お
し
て
は
、
舎
で
奥
へ
ら
れ
た
る
生
産
利
盆
を
全
く
奪
取
す
る
事
缶
、
阻
止
す
る
ご
レ
ふ
が
如
き
成
拘
束
含
意
味
す
。
交
通
制
反
の
後
述
に
辿
れ
、
此
事
は
止
む
。
完
全
な
る
交
通
方
法
は
、
一
つ
或
は
他
の
生
産
俊
件
の
-
具
陸
的
工
夫
ぞ
普
及
せ
し
め
、
夫
に
従
ひ
抜
大
せ
る
販
責
区
域
内
に
て
、
極
め
て
有
利
な
る
係
件
の
潟
に
、
他
の
区
域
よ
り
有
利
に
生
産
す
る
生
産
部
門
の
中
に
て
、
共
生
産
手
段
を
通
用
す
る
こ
さ
、
従
っ
て
此
範
囲
は
、
最
有
利
に
供
給
し
う
る
半
、
夫
に
反
し
一
一
階
良
き
か
若
〈
一
般
交
通
方
法
の
経
済
的
定
義
さ
特
質
は
廉
債
な
る
製
造
を
忽
し
う
る
恩
恵
守
、
他
に
奥
ふ
る
が
如
き
夫
等
の
貨
物
を
ば
、
其
庭
よ
ち
交
換
に
よ
り
調
達
し
得
ざ
い
ふ
事
堂
、
各
区
域
に
お
し
経
替
的
に
庚
告
せ
ら
る
o
蛍
時
者
双
方
は
、
自
己
生
産
に
依
り
て
侠
陥
あ
る
慾
望
の
充
足
守
佐
川
す
不
利
盆
よ
り
、
運
賃
に
お
す
る
失
費
が
、
よ
り
少
な
き
問
は
夫
に
よ
り
て
利
盆
を
う
る
の
で
あ
る
o
只
特
殊
の
生
産
利
益
の
優
越
)
(
此
庭
に
は
一
宮
に
天
然
的
長
所
の
み
な
ら
歩
、
夫
々
の
事
情
に
応
じ
、
資
本
若
く
は
労
力
等
の
長
所
さ
解
す
ぺ
し
)
が
、
運
設
費
以
上
に
昇
ら
ざ
る
が
如
き
生
産
品
の
種
類
は
、
此
貼
に
於
て
鐙
化
な
い
、
而
し
て
夫
等
の
秘
類
に
於
て
は
、
運
送
費
の
出
来
う
る
限
b
の
回
避
、
さ
れ
ば
地
方
的
販
支
の
或
制
限
、
経
済
主
義
の
禁
止
さ
な
っ
て
し
・
ま
う
の
で
あ
る
o
交
通
方
法
の
完
成
に
つ
き
論
述
せ
ら
れ
た
る
影
響
の
行
は
る
〉
其
科
皮
に
於
て
、
経
済
的
に
最
良
の
立
場
に
従
へ
る
生
産
部
門
の
集
ま
る
原
因
ざ
し
て
、
其
作
用
は
表
は
る
、
此
事
を
個
々
に
槻
察
す
れ
ば
.
生
産
の
専
門
化
ケ
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
却
も
此
庭
に
研
究
を
姿
せ
ざ
る
(
関
税
底
分
)
人
然
的
珠
防
に
依
り
一
七
九
商
業
さ
経
済
て
、
共
作
用
に
障
害
を
設
け
ぎ
る
限
度
に
て
、
交
通
方
法
の
進
歩
ご
共
に
、
場
所
的
又
は
物
際
的
に
俊
治
し
、
又
相
応
に
質
現
す
る
一
一
利
の
傾
向
で
あ
る
。
此
事
情
ぞ
命
名
し
て
、
地
方
的
分
業
ど
な
す
。
又
筒
取
に
、
運
送
方
法
の
完
成
は
、
夫
自
身
の
進
歩
の
澗
何
度
に
て
(
凶
際
的
及
び
大
陸
的
形
態
に
至
る
迄
)
地
方
的
介
業
の
傾
向
令
促
進
す
ご
い
ふ
、
実
際
叉
始
め
に
指
摘
し
た
る
経
持
注
の
縫
化
に
件
な
ふ
、
交
替
作
用
も
之
に
加
は
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
一
般
的
後
述
現
象
に
し
て
、
一
方
は
土
地
の
耕
作
に
於
て
、
他
方
原
料
品
加
工
に
於
て
去
は
る
べ
き
、
共
特
性
は
注
意
を
要
す
。
特
に
土
地
の
生
産
に
就
き
て
土
地
生
産
物
が
、
陸
の
通
路
に
依
り
、
九
H
巾
規
の
期
間
内
に
て
只
狭
き
匹
域
内
の
み
に
、
運
没
能
力
の
あ
り
し
限
b
、
内
地
の
農
業
経
済
の
形
態
は
、
主
ざ
し
て
其
産
物
に
操
る
の
が
勝
同
然
で
あ
っ
た
。
岡
民
経
済
問
予
者
に
し
て
農
業
家
た
る
ヨ
川
y
、
ハ
イ
シ
η
ノヒ、
フ
ォ
ン
、
チ
ュ
ネ
Y
H
・
巴
・
ぐ
・
吋
E
5ロ
(
西
暦
一
七
入
三
年
六
月
二
十
四
日
誕
生
、
一
八
五
O
年
九
月
二
十
一
入
O
二
日
死
去
)
は
此
事
を
殺
授
的
立
脚
地
よ
り
、
恰
も
古
略
的
さ
命
名
す
る
研
究
に
依
h
て
設
問
し
た
。
街
上
に
は
車
輪
貨
物
の
外
に
、
共
他
運
送
注
存
在
せ
や
'
さ
の
限
定
ケ
某
礎
ざ
し
、
計
数
上
の
一
説
明
を
以
て
、
我
等
澗
先
の
民
事
経
済
の
模
様
守
、
我
山
寺
に
提
供
す
る
事
を
得
た
。
農
業
及
殺
百
の
杭
々
な
る
生
産
物
は
、
ω・
ち
こ
般
に
些
少
の
)
迩
対
能
力
の
異
な
る
皮
A
V
?
表
し
て
ゐ
る
、
是
或
は
同
様
な
る
迩
設
費
に
到
し
て
、
北
一
兵
な
れ
る
債
格
の
匁
さ
、
或
は
生
産
品
の
若
干
の
も
の
が
、
共
自
然
的
性
質
の
た
め
(
例
、
急
に
腐
敗
す
る
が
怨
)
、
除
法
上
特
殊
の
要
求
あ
る
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
北
(
運
透
能
力
及
び
販
頁
能
力
の
多
少
に
従
ひ
て
、
消
費
地
の
遠
距
離
又
は
近
距
離
に
が
、
て
、
開
墾
能
力
あ
り
、
就
中
農
業
制
度
は
、
階
段
費
用
を
以
て
、
生
産
品
ケ
生
産
す
る
が
怨
、
印
ち
生
産
物
の
獲
得
上
、
其
運
送
に
必
姿
な
る
運
送
費
の
差
も
階
段
あ
る
に
よ
り
、
生
産
品
の
程
々
の
偵
格
ゐ
る
か
」
前
提
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
関
係
に
在
る
伺
々
の
農
業
経
済
的
生
産
物
、
及
び
経
済
組
織
の
専
門
的
研
究
ゃ
基
礎
ざ
し
て
、
チ
ユ
1
ネ
ン
は
「
中
心
に
は
唯
一
の
消
費
地
ざ
し
て
、
一
都
市
が
存
在
し
、
其
内
部
に
は
馬
車
の
外
閤
道
に
は
、
他
の
交
通
方
法
の
存
せ
ぎ
る
全
く
平
均
な
る
土
地
さ
、
慨
ね
同
質
の
土
地
性
放
さ
や
」
有
せ
る
輸
出
入
に
割
し
、
全
然
閉
鎖
せ
ら
れ
た
る
環
欣
の
区
域
ゐ
り
ご
の
前
提
の
詐
に
、
思
考
せ
ら
れ
た
る
消
費
地
の
周
回
に
、
特
殊
の
生
，
産
稀
.
類
ご
一
定
の
農
業
経
済
組
織
さ
を
表
は
す
虎
の
、
多
数
の
同
心
回
が
集
ま
る
ぺ
し
」
ご
の
結
果
ケ
待
た
。
資
際
に
於
て
種
々
様
々
の
一
事
が
、
凡
て
の
事
情
が
、
仮
定
的
に
等
し
き
位
置
に
起
り
来
る
が
故
に
、
此
抽
象
的
生
産
区
域
は
、
各
和
の
形
態
を
ど
る
地
帯
ご
な
る
。
此
最
後
の
平
等
性
は
、
標
準
的
原
凶
の
必
要
な
る
影
響
Fer説
明
す
る
に
閲
し
て
是
認
3
れ
た
の
で
あ
る
。
良
好
な
る
土
地
の
性
質
は
、
生
産
地
の
.
市
要
地
に
一
一
肘
近
き
ご
同
様
な
作
用
を
な
す
。
或
又
は
同
一
の
経
済
匹
域
内
の
許
多
の
泊
費
中
心
は
、
明
か
に
実
生
産
物
の
区
域
の
交
叉
を
な
す
作
用
あ
り
。
例
ヘ
ぼ
山
岳
ケ
辺
地
す
る
が
如
き
方
向
の
運
賃
の
際
立
は
、
地
税
の
短
縮
を
坊
の
し
、
迩
訟
の
低
肢
は
、
地
帯
の
披
張
一
般
交
誼
方
法
の
経
拙
倒
的
意
義
さ
時
質
を
来
す
結
川
本
さ
な
る
。
新
絞
に
し
て
遂
に
各
農
業
的
生
産
及
び
生
産
方
訟
が
、
其
市
場
よ
り
の
距
離
に
よ
b
て
定
ま
る
ぺ
き
必
要
の
立
場
な
持
て
る
、
穏
々
の
地
帯
の
集
令
に
依
る
錯
雑
関
係
が
形
成
せ
ら
る
、
農
業
経
済
?
支
配
す
る
場
所
上
の
狭
く
引
か
れ
た
る
限
界
の
附
印
刷
性
で
あ
る
。
よ
り
完
全
な
る
交
通
路
は
、
此
関
係
を
本
質
的
に
援
じ
た
、
銭
道
に
よ
る
漣
詮
が
蓬
に
低
廉
な
る
に
よ
り
、
一
般
に
夫
に
和
路
せ
る
地
帯
の
延
長
ケ
見
る
作
用
ケ
し
た
、
こ
は
巳
仁
一
，
方
的
に
水
路
に
依
り
て
の
み
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
従
来
遠
隔
地
に
あ
り
し
区
域
は
、
銭
道
に
よ
っ
て
内
部
の
地
域
に
迩
め
ら
れ
た
、
牧
畜
の
代
り
に
穀
物
の
栽
培
起
り
、
後
者
の
地
農
業
の
地
域
内
に
、
外
延
的
経
済
組
織
の
代
り
内
包
的
経
済
組
織
相
次
で
起
り
、
従
来
各
大
都
市
の
周
囲
に
、
又
は
和
大
な
る
区
域
上
に
後
述
せ
る
場
所
に
し
て
、
多
く
の
都
市
的
居
住
地
ざ
な
り
、
又
工
業
地
帯
に
し
て
自
由
的
経
・
僚
た
る
長
内
部
の
地
帯
は
、
諸
国
全
般
の
上
に
披
張
し
た
。
現
代
的
交
通
方
法
に
披
れ
る
運
訟
の
低
紋
は
、
依
格
に
於
て
最
下
位
に
あ
り
し
農
業
λ 
商
栄
之
経
済
経
済
の
生
産
物
す
ら
も
、
遠
距
離
に
運
送
能
力
あ
る
に
至
っ
た
。
共
上
新
鮮
に
し
て
試
食
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
如
き
生
産
物
の
後
法
子
、
銭
道
さ
般
舶
さ
が
遠
〈
設
附
し
う
る
さ
い
ふ
事
情
も
、
之
に
加
は
り
来
り
、
或
種
類
の
生
産
が
消
費
地
に
}
返
さ
を
姿
し
た
る
拘
束
も
.
著
し
く
緩
和
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
A
1
や
其
生
産
口
聞
は
、
従
前
運
送
の
左
右
す
る
所
ざ
な
り
て
妨
げ
ら
れ
た
る
白
然
的
利
盆
が
生
産
者
に
有
利
之
な
る
僻
遠
の
地
を
も
求
む
る
子
う
る
の
で
あ
る
。
又
某
反
お
に
、
経
費
の
苔
む
運
法
令
γ
要
す
る
に
依
り
、
日
疋
迄
多
大
な
る
経
済
的
利
盆
に
よ
り
、
最
も
外
部
の
土
地
に
運
送
す
る
を
拒
否
せ
ら
れ
た
る
生
産
物
は
、
目
下
其
地
の
有
利
な
る
自
然
的
珠
備
係
件
印
ち
内
包
的
経
済
に
よ
り
、
目
下
運
送
関
係
よ
り
も
一
層
重
要
な
る
、
よ
り
よ
き
牧
盆
関
係
の
生
子
る
限
度
に
て
‘
一
府
内
部
の
地
帯
ケ
求
む
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
生
産
地
帯
が
夫
放
運
送
制
度
の
俊
一
造
に
よ
り
て
、
一
管
に
異
常
に
慌
張
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
歩
、
又
往
々
停
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
農
業
関
係
は
、
一八
最
早
市
場
迄
の
位
置
が
、
農
業
を
支
配
す
る
に
非
宇
し
て
、
寧
有
利
な
る
自
然
的
生
産
保
件
が
、
現
在
生
産
及
び
経
済
組
織
さ
し
て
、
必
子
首
位
に
置
か
る
る
さ
い
ふ
滋
味
に
て
、
根
本
的
に
改
造
せ
ら
れ
た
の
で
〉
の
る
。
原
料
品
加
工
交
通
後
迭
の
影
響
に
し
て
、
原
料
品
加
工
印
も
工
業
の
性
質
に
奥
へ
た
る
事
に
関
し
て
は
中
止
せ
る
小
規
模
の
数
多
の
地
方
的
経
替
の
代
り
に
、
個
々
の
大
施
設
が
起
る
に
依
り
て
、
既
に
論
述
せ
し
大
経
停
に
移
る
傾
向
の
中
に
て
、
夫
自
身
己
に
本
場
関
係
に
強
大
な
る
干
渉
を
有
し
た
さ
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。
乍
併
時
制
著
な
る
意
義
あ
る
は
、
従
前
既
に
迄
か
に
運
送
能
力
を
有
し
た
る
製
造
ロ
仰
の
聡
送
よ
り
も
(
容
積
あ
る
、
重
き
、
債
値
低
き
)
原
始
的
生
産
品
の
購
買
及
び
後
遺
が
、
機
械
的
運
没
方
法
に
よ
り
て
、
相
調
的
に
著
し
き
軽
減
を
う
け
た
る
欣
態
ざ
な
っ
た
事
で
あ
る
。
夫
に
よ
り
原
料
品
分
布
の
匁
め
の
原
料
及
び
補
助
材
料
の
牧
得
地
の
近
接
さ
ド
ふ
事
は
、
施
設
の
本
場
関
係
に
つ
き
頗
る
重
要
さ
を
失
ひ
、
夫
に
濁
し
其
近
接
せ
る
事
は
従
前
正
に
決
定
的
で
あ
っ
て
別
ヰ
一
一
目
す
れ
ば
、
原
料
品
牧
得
上
中
央
に
あ
る
か
、
又
は
非
常
に
返
さ
所
に
あ
b
し
工
業
部
門
の
位
置
の
利
盆
は
、
多
少
共
生
産
的
の
緩
和
を
見
た
の
で
あ
る
。
丁
度
夫
庄
一
一
V
に
依
b
で
、
他
の
生
産
利
盆
、
労
働
及
び
資
本
力
又
は
信
用
市
場
迄
の
位
置
上
に
存
す
る
も
の
及
び
其
他
の
如
き
利
盆
は
比
較
的
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
事
は
工
業
の
一
部
に
濁
し
て
は
、
大
都
市
に
集
中
す
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
原
料
の
侭
値
が
、
生
産
口
聞
の
債
値
に
於
て
、
よ
り
多
く
関
奥
す
る
か
又
は
、
よ
り
少
な
く
関
興
す
る
か
に
従
ひ
て
、
個
々
の
工
業
部
門
に
於
て
、
影
響
は
種
々
様
々
な
り
3
其
上
現
今
製
造
ロ
叩
の
運
賃
ご
債
格
さ
の
関
係
に
直
面
し
て
、
販
士
貝
争
決
定
す
る
其
他
の
事
情
に
お
比
し
‘
製
造
口
聞
の
多
く
の
も
の
の
脱
税
法
距
離
が
、
殆
無
影
響
に
な
り
其
結
果
債
格
及
び
質
の
最
少
の
利
盆
も
、
最
も
遠
き
区
域
以
内
の
競
争
上
、
個
々
の
企
業
に
長
所
優
越
を
確
保
す
る
に
至
b
、
都
々
の
図
の
工
業
関
係
が
、
相
交
叉
し
て
接
鰯
す
る
事
も
加
は
る
o
前
述
の
事
態
に
悶
一
般
交
通
方
法
の
経
済
的
意
義
さ
特
質
聯
し
て
、
工
業
の
車
内
化
の
傾
向
も
増
加
し
て
来
る。各
地
方
は
、
世
界
市
場
を
通
じ
て
の
競
争
に
依
り
て
(
従
来
の
如
〈
地
方
的
に
供
給
せ
ら
れ
た
る
原
料
品
企
、
出
来
る
丈
多
く
の
需
要
に
供
給
す
る
代
り
に
)
労
働
部
門
の
中
に
て
、
共
競
争
が
穏
々
の
周
囲
の
原
因
よ
b
来
る
結
果
ご
し
て
、
生
産
上
に
最
大
の
優
越
性
を
表
は
す
べ
き
加
さ
労
働
部
門
ケ
、
主
ざ
し
て
経
緯
す
る
撲
に
徐
義
な
く
せ
ら
れ
た
o
、
運
賃
の
些
細
な
事
は
、
生
産
過
程
の
部
分
的
現
象
に
す
ら
も
、
制
限
す
る
を
得
、
業
怨
種
々
の
地
方
に
し
て
又
往
々
遠
距
離
の
地
方
に
て
行
は
る
、
街
立
的
企
業
ざ
し
て
遂
行
せ
ら
る
、
も
の
、
又
は
生
産
過
程
上
其
前
任
者
の
生
産
品
(
竿
製
品
)
の
加
工
又
は
仕
上
げ
に
従
事
す
る
経
緯
口
に
し
て
、
彼
の
締
立
的
企
業
に
割
し
、
同
様
に
地
方
的
に
濁
立
的
ざ
な
り
し
経
緯
の
許
多
の
分
離
せ
ら
れ
た
る
経
緯
に
、
一
の
製
造
は
分
類
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
o
原
料
、
補
助
材
料
、
労
働
方
注
及
び
機
械
は
、
盆
多
〈
遠
方
よ
り
購
求
せ
ら
れ
、
工
業
は
交
通
上
に
後
達
を
来
し
、
夫
に
よ
り
て
盆
自
由
に
叉
活
動
的
ご
一
八
三
商
業
さ
経
済
な
る
。
五
日
人
は
又
此
脱
税
達
を
ば
、
只
原
因
に
よ
り
て
弊
別
す
る
に
止
め
、
諸
種
の
副
現
象
又
は
影
響
(
其
中
に
喜
し
か
ら
，
さ
る
現
象
も
あ
り
)
に
就
き
で
は
、
推
考
す
る
を
欲
し
な
い
。
債
格
の
近
似
さ
工
業
の
建
設
ご
の
後
達
が
、
取
引
土
繁
栄
す
れ
ば
繁
栄
す
る
程
、
極
々
の
図
及
び
地
方
問
の
事
情
に
感
じ
、
夫
々
生
じ
来
る
運
賃
の
僅
少
な
る
差
異
は
、
廉
債
な
る
大
長
生
産
に
於
て
は
、
競
争
上
盆
決
定
的
に
な
る
Q
是
よ
り
し
て
、
是
等
の
漸
進
的
後
述
階
級
の
迩
迭
債
格
の
形
態
は
、
従
前
よ
り
非
常
に
章
一
一
袋
ざ
な
り
、
又
是
は
夫
に
お
し
、
過
去
に
於
て
何
等
の
必
要
を
有
せ
ゴ
り
し
経
済
的
規
定
の
結
局
に
は
、
明
か
に
規
定
の
根
披
さ
な
る
の
で
あ
る
。
高
償
貨
物
に
就
き
で
は
、
其
事
情
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
地
方
的
経
済
よ
b
世
界
経
済
に
至
る
経
過
綜
合
的
に
全
般
の
生
産
に
於
て
累
逃
せ
る
胤
味
違
現
象
を
、
地
方
的
経
済
の
従
来
の
放
態
よ
り
、
債
格
構
成
上
に
同
様
な
る
現
象
を
呈
す
る
世
界
経
済
に
至
る
経
、
過
ご
し
て
表
は
す
を
得
。
此
意
味
に
於
て
、
現
在
一
入
四
の
完
備
せ
る
交
通
制
度
は
、
資
本
、
貨
幣
、
信
用
な
く
ん
ば
、
只
制
限
せ
ら
れ
た
る
程
皮
に
て
、
共
活
動
性
ケ
後
揮
し
得
る
現
代
の
閥
民
経
済
の
、
有
力
な
る
設
左
ざ
し
て
思
惟
せ
ら
る
。
設
述
し
た
る
事
情
を
合
得
す
る
に
蛍
b
、
亜
米
利
加
の
閥
民
忠
一
者
ケ
ア
7
1
0
5
1
が
図
民
経
済
の
理
想
的
又
は
普
通
の
戒
態
に
於
て
の
想
像
は
、
如
何
に
偏
せ
る
も
の
な
る
か
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
今
翠
げ
た
る
大
家
は
、
運
治
安
が
質
際
に
消
滅
す
る
結
局
に
、
生
産
は
地
方
化
す
る
さ
い
ふ
事
に
て
、
経
済
上
望
ま
し
き
形
態
が
後
生
す
ご
の
見
解
守
抱
い
て
ゐ
た
、
一
定
貨
物
の
生
産
に
調
し
、
自
然
的
設
備
保
件
が
侠
乏
せ
ぬ
限
b
、
生
産
地
ε消
費
地
さ
狭
き
範
同
内
に
合
致
す
る
ご
い
ふ
結
果
さ
な
る
様
、
各
の
消
費
中
心
が
あ
ら
ゆ
る
需
要
口
仰
の
自
己
生
産
を
業
中
に
誘
引
す
る
に
至
る
。
人
口
衆
凶
の
如
き
大
な
る
区
域
の
詐
に
理
解
せ
ら
れ
、
ケ
ア
y
ー
が
其
事
読
み
4
編
み
た
る
其
事
情
に
つ
き
考
慮
を
挑
ふ
さ
も
、
立
(
理
論
は
首
肯
す
る
を
得
な
い
、
如
何
ご
な
れ
ば
其
設
は
、
地
方
的
分
業
に
制
刻
し
て
異
り
た
る
貨
物
に
関
し
て
は
、
前
述
の
如
さ
説
謬
子
、
一
般
化
す
る
よ
り
外
に
、
何
等
の
長
所
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
ゐ
ら
ゆ
る
其
他
の
貨
物
に
関
し
て
は
、
交
通
方
法
は
、
人
類
経
済
の
如
斯
朕
態
を
、
幾
つ
も
取
b
去
っ
た
の
で
あ
る
。
銃
に
天
然
的
及
び
人
銭
的
水
路
は
、
共
水
路
の
活
性
宇
治
以
揮
し
た
る
区
域
間
の
世
界
的
交
通
争
、
古
よ
り
匁
す
ケ
符
穴
、
鋭
道
は
此
作
川
川
を
向
上
し
、
且
は
一
般
化
し
た
る
さ
共
に
、
恭
汽
舶
は
、
水
路
の
活
動
性
を
一
層
高
め
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
理
論
は
、
夫
故
前
誌
や
」
銚
き
た
る
一
膝
史
的
批
技
法
の
反
詮
ケ
合
h
u
一
平
に
な
る
だ
ら
う
。
石
茨
及
び
銭
鉱
脈
の
、
漸
進
的
中
絶
に
よ
り
、
迩
没
廷
が
銭
石
炭
の
仲
間
交
に
依
り
て
、
著
し
く
高
ま
り
、
交
通
の
完
成
上
の
技
術
的
要
件
が
、
或
強
化
ゃ
永
す
ぺ
き
将
来
に
於
て
、
始
め
て
此
反
詮
は
、
或
桂
皮
迄
目
撃
す
る
一
平
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
屯
力
の
生
産
上
に
及
ぼ
す
影
響
現
代
の
形
容
の
一
詐
に
究
施
せ
ら
れ
た
ろ
生
産
の
俊
一
巡
方
向
に
、
最
近
英
外
の
何
時
化
を
加
ふ
る
に
至
ハ
ノ
一
般
交
拍
方
訟
の
経
抗
的
立
誌
さ
時
質
た
、
ぞ
は
勤
カ
ケ
場
所
移
轄
の
謝
象
に
す
ら
も
匁
し
た
る
、
彼
技
術
的
成
功
に
葉
原
因
含
有
す
る
も
の
に
し
て
、
印
ら
電
力
是
εゐ
る
J
電
力
十
遠
く
誘
導
す
る
問
題
上
の
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
見
解
に
趨
切
な
る
解
決
に
依
り
、
勝
、
範
悶
の
数
多
の
改
造
は
、
多
く
の
生
産
部
門
に
表
は
れ
て
き
た
、
改
造
の
一
般
に
傍
癒
せ
ら
る
其
依
値
は
、
漸
く
近
時
認
め
ら
れ
た
さ
は
い
へ
、
此
致
果
ケ
買
現
す
る
は
、
左
程
困
難
で
な
い
。
需
要
ご
し
て
の
後
勤
カ
ぞ
生
産
す
べ
き
必
要
は
、
廃
絶
せ
ら
れ
た
り
し
ち
一
一
宮
に
機
械
的
施
設
に
よ
b
て
の
節
約
の
み
な
ら
子
、
又
燃
料
購
入
の
廃
止
に
よ
り
て
、
施
設
資
本
及
び
経
持
費
に
、
著
し
き
節
約
ぞ
生
壱
し
め
た
っ
恰
も
此
施
設
に
依
h
ノ
て
亨
〈
る
利
金
は
、
丁
皮
動
力
の
生
産
に
依
b
、
最
大
の
規
模
の
大
経
替
に
於
て
、
生
産
費
ぞ
北
一
ね
ん
し
く
緩
和
し
、
又
他
方
炭
坑
に
此
施
設
を
匁
し
、
以
て
運
賃
の
節
約
?
な
し
、
法
き
迩
迭
に
堪
ヘ
ざ
る
燃
料
債
値
の
少
な
き
、
廉
債
の
石
炭
を
も
利
用
し
、
又
往
々
動
力
を
う
る
時
一
一
尉
低
廉
ご
な
る
泌
の
水
力
、
者
く
は
他
の
自
然
カ
ヶ
利
用
す
る
貼
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
製
造
費
及
び
事
務
一
八
五
商
業
さ
経
芳
費
ケ
控
除
し
て
も
、
動
力
今
企
業
者
に
は
、
生
産
口
問
の
宵
(
費
の
低
落
ぜ
な
り
て
表
は
る
、
其
著
額
の
利
盆
が
残
存
す
る
の
で
あ
る
。
主
(
上
動
力
は
、
各
任
意
の
強
皮
に
て
殊
に
又
微
荷
物
の
強
度
じ
て
供
給
し
え
ら
る
。
其
結
果
勤
力
会
微
量
に
、
交
替
的
強
皮
に
、
又
往
々
長
き
休
止
時
間
を
一
要
す
る
努
働
機
関
の
使
用
も
叶
ヘ
、
其
匁
に
は
従
来
庭
理
せ
ら
れ
た
る
方
注
に
て
は
、
同
等
な
経
済
方
治
に
て
は
其
勤
カ
ケ
造
り
得
5
り
し
小
経
勝
目
に
就
き
で
は
、
一
層
致
果
あ
り
。
若
し
夫
が
一
般
に
貫
絡
せ
ら
る
、
院
院
に
は
、
此
技
術
的
成
功
が
、
経
緯
上
如
何
な
る
鎚
勤
'T
招
致
す
る
か
は
明
か
で
あ
る
。
農
業
経
済
に
於
て
大
な
る
範
囲
の
経
皆
上
、
殺
果
は
著
し
く
な
ら
う
、
原
料
品
加
工
に
謝
し
て
は
、
一
清
徹
底
的
で
占の
p
り
p
フ。
後
勤
カ
に
比
較
的
大
な
る
需
要
を
要
し
、
魚
、
今
迄
石
茨
の
牧
得
地
に
極
め
て
近
き
賂
じ
有
利
な
る
立
場
を
有
し
》
工
業
部
門
は
、
石
炭
の
牧
待
に
関
し
て
全
く
濁
立
的
に
な
っ
た
、
低
廉
な
る
動
力
が
、
必
然
考
慮
せ
ら
る
、
を
以
て
、
工
業
的
施
設
守
分
布
す
る
一
入
六
一
平
を
圏
中
に
念
す
か
山
え
た
。
動
力
は
今
や
随
所
に
、
各
其
必
要
程
度
に
於
て
、
又
有
利
な
る
健
作
ぞ
以
て
供
給
せ
ら
る
、
故
、
小
経
位
も
亦
機
械
的
作
業
ぞ
基
ご
し
て
設
立
さ
れ
う
る
。
従
来
此
黙
に
於
て
民
嘆
せ
ら
れ
た
る
小
経
替
の
、
大
経
替
に
謝
す
る
其
不
利
の
位
置
は
、
例
ム
付
金
部
除
か
れ
。
さ
る
ご
は
い
ひ
、
会
く
夫
に
よ
り
て
著
し
く
緩
和
せ
ら
る
、
に
至
hJ
、
他
の
結
に
て
.
小
経
緯
の
有
せ
る
長
所
に
依
り
、
大
経
替
ご
競
争
す
る
機
能
を
袋
持
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
電
気
後
勤
機
は
、
大
経
替
に
於
て
も
小
経
持
に
於
け
る
さ
等
し
く
、
其
勃
に
於
て
工
業
的
活
歩
に
強
き
街
勤
伝
山
県
へ
た
る
、
労
働
過
程
の
機
械
化
及
び
単
純
化
ケ
促
進
し
た
。
併
し
乍
ι全
く
決
定
的
な
る
は
、
電
気
の
影
響
が
、
結
局
大
な
る
動
力
も
又
少
な
る
勤
カ
も
、
費
用
の
立
場
よ
り
、
同
一
軍
位
債
格
に
て
供
給
し
得
ら
る
〉
一
卒
、
且
又
電
流
の
道
子
る
距
離
に
関
し
て
も
、
或
区
域
内
に
て
は
費
用
の
差
別
生
中
る
な
〈
、
共
電
力
を
各
地
に
於
け
る
採
用
者
に
、
同
侭
格
に
で
供
給
せ
ら
る
、
ざ
い
ふ
事
に
あ
る
。
経
持
費
の
該
成
分
は
従
ひ
て
各
生
産
者
に
調
し
、
生
産
範
図
及
ぴ
立
場
の
差
別
な
く
お
等
に
置
か
れ
る
3
此
事
は
機
械
的
経
持
及
び
工
業
的
施
設
の
同
程
皮
の
地
方
的
分
配
ケ
‘
一
般
化
す
る
さ
い
ふ
怠
昧
に
て
、
深
き
影
響
を
奥
ヘ
ぬ
誇
に
は
ゆ
か
ぬ
、
経
符
カ
の
廉
債
ざ
い
ふ
事
ケ
綜
令
せ
ば
、
技
術
が
、
我
等
の
眼
前
に
奥
ふ
る
著
大
な
る
進
歩
伊
賀
呪
し
得
る
限
り
、
其
闘
の
会
範
回
の
工
業
の
活
動
さ
後
達
ご
は
、
終
局
の
結
果
ざ
し
て
起
る
事
必
然
で
あ
る
。
立
〈
極
め
て
廉
債
な
る
大
な
る
勤
カ
を
、
瀧
よ
・
り
獲
得
す
る
事
、
叉
例
へ
ば
生
産
物
の
運
送
等
に
関
し
て
、
製
造
施
設
に
趨
蛍
な
る
板
挟
ケ
奥
へ
た
る
場
所
に
、
動
力
を
一
誘
』
出
場
す
る
事
は
、
従
来
後
見
し
得
ぎ
り
し
生
産
物
が
、
夫
に
よ
り
得
ら
れ
た
る
新
た
な
る
虎
置
法
ケ
出
来
し
め
た
の
で
あ
る
。
主
例
、
智
利
磁
石
を
補
充
す
る
炭
酸
克
斯
で
あ
る
、
電
気
工
業
は
此
黙
に
於
て
、
漸
く
美
加
札
果
を
額
は
し
た
に
、
過
ぎ
ぬ
。
商
業
の
形
態
に
及
ぼ
す
交
通
完
成
の
影
響
前
に
述
べ
た
る
改
造
が
、
商
業
の
範
囲
、
分
類
及
び
客
憾
の
滋
化
の
上
に
表
は
る
¥
A
は
勿
論
に
し
て
、
一
般
交
通
方
法
の
経
諮
的
意
義
さ
特
質
従
ひ
て
商
業
の
進
歩
さ
後
遣
さ
は
、
交
通
方
法
の
披
張
さ
完
成
さ
に
平
行
し
て
ホ
ゆ
る
、
殊
に
現
代
の
交
通
方
注
に
挨
る
商
業
運
動
の
著
大
な
る
脱
税
遣
は
、
後
這
上
回
匹
、
の
も
の
で
な
く
、
前
に
論
述
し
た
る
結
果
の
外
部
の
現
象
に
過
ぎ
ぬ
、
交
通
方
法
の
完
成
に
し
て
商
業
の
内
部
の
性
質
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
は
、
猶
列
記
す
ぺ
し
。
第
一
に
此
庭
に
は
、
互
じ
前
提
ぞ
結
局
せ
る
大
経
持
及
び
専
門
化
を
促
す
、
生
産
類
似
の
現
象
ぞ
拳
げ
る
。
結
果
に
於
て
、
此
脱
税
達
は
、
商
業
部
門
の
複
雑
化
、
一
方
よ
り
見
れ
ば
分
裂
、
他
面
よ
ー
リ
見
れ
ば
集
合
に
し
て
、
大
多
数
人
民
の
常
規
的
需
要
の
物
口
問
診
、
自
己
の
倉
庫
に
集
約
す
る
慮
の
最
絡
の
、
基
礎
を
形
成
せ
し
小
頁
に
、
種
々
雑
多
の
販
寅
披
授
ケ
一
不
す
。
総
ゆ
る
部
門
に
お
し
て
は
、
運
送
の
安
全
さ
速
度
さ
は
、
今
一
言
明
せ
る
結
果
に
就
き
て
も
主
張
せ
ら
る
。
其
安
全
ご
速
度
ご
は
、
商
事
企
業
の
危
険
ケ
減
少
し
、
資
本
，
の
回
般
か
」
迅
速
に
す
、
是
は
一
方
に
於
て
は
、
叉
貨
物
の
趨
営
な
低
落
を
な
さ
し
め
、
他
方
に
於
て
は
小
資
本
を
以
て
、
よ
り
大
な
る
商
事
企
業
を
替
ま
し
一
八
七
商
業
ミ
控
訴
な
、
故
に
或
は
貨
物
量
に
よ
り
、
或
は
遠
距
離
に
謝
す
る
商
戦
の
延
長
を
来
す
の
で
あ
る
。
人
事
上
並
び
に
貨
物
取
引
上
う
く
る
、
猶
深
刻
な
る
軽
減
は
、
共
外
媒
介
入
の
多
数
の
者
伝
不
必
要
な
ら
し
め
し
事
で
あ
る
の
媒
介
費
の
底
止
に
よ
る
直
接
的
商
車
関
係
の
此
利
盆
は
、
例
ヘ
媒
介
に
よ
り
て
利
得
ケ
得
る
夫
等
の
人
々
は
勿
論
、
品
目
日
経
過
の
許
に
脳
む
芯
雄
も
、
総
陸
経
済
の
利
盆
さ
し
て
記
す
べ
き
で
あ
る
。
個
々
の
商
業
部
門
の
或
範
回
に
て
、
地
方
的
顧
客
関
係
の
が
、
商
業
補
佐
人
の
増
加
が
あ
り
、
其
潟
に
族
客
交
通
の
低
廉
さ
逮
皮
さ
が
、
共
原
因
を
怨
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
間
取
引
は
一
般
に
相
調
的
提
一
歩
せ
る
一
準
決
定
せ
ら
る
。
一
般
に
低
廉
な
る
通
信
さ
関
聯
し
て
、
殊
に
も
小
取
引
の
享
受
す
る
軽
減
は
、
小
貞
子
」
地
方
的
消
費
者
間
の
関
係
を
緩
和
し
、
消
費
者
は
外
部
よ
り
、
何
時
に
で
も
希
望
せ
る
商
口
仰
を
供
給
し
え
ら
る
〉
に
至
っ
た
。
治
安
者
は
、
小
員
業
者
が
貯
戒
し
ゐ
る
綿
々
の
貨
物
ケ
車
内
商
よ
り
購
求
す
る
事
が
出
来
る
o
其
中
に
存
在
す
る
健
全
な
る
競
争
は
、
地
方
取
引
の
地
税
一
八
八
を
、
決
し
て
奪
ふ
ご
い
ふ
事
が
な
い
。
運
災
業
ご
い
ふ
新
た
な
る
商
業
形
成
が
、
此
基
礎
の
上
に
出
来
た
の
で
あ
る
。
犬
都
市
の
旅
客
交
遮
の
集
中
又
は
、
地
方
交
通
の
改
善
は
、
途
に
小
山
U
(
ケ
も
大
終
答
に
て
州
引
け
れ
U
ケ
得
し
め
た
、
此
一
平
は
最
近
此
後
述
よ
り
生
れ
た
る
茄
芽
た
る
商
品
応
に
て
見
ら
る
、
此
商
底
戸
建
怠
業
さ
の
連
絡
は
稀
の
事
で
な
い
。
現
代
の
運
詮
方
法
の
給
付
能
力
は
、
時
処
替
的
運
気
の
各
般
の
利
用
ル
山
、
商
業
に
充
分
に
確
保
し
た
、
併
し
乍
ら
或
限
皮
や
・
超
越
せ
る
場
合
に
、
古
式
の
運
送
方
治
は
、
或
は
其
任
務
会
拒
否
す
る
か
、
或
は
舷
頭
及
駁
者
が
、
其
運
気
よ
り
来
る
利
益
子
、
屡
大
部
分
着
服
し
て
、
ロ
ハ
著
し
く
高
債
格
や
-
呈
す
る
棋
に
利
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
賀
川
的
に
し
て
任
意
貨
物
の
貨
物
債
格
並
び
に
事
質
的
引
渡
能
力
の
安
全
は
、
通
信
の
進
歩
さ
関
一
巡
し
て
、
投
機
商
に
割
す
る
刺
戟
性
を
包
減
せ
し
は
否
む
一
平
出
来
な
い
。
来
一
…
汽
交
通
方
訟
は
英
関
係
貨
物
に
ご
り
、
世
界
的
運
淀
能
力
上
必
要
な
る
前
提
な
り
じ
故
に
J
泊
…
汽
交
通
方
法
に
依
り
て
、
原
料
生
産
ロ
仰
の
定
期
取
引
は
、
漸
く
一
般
化
す
る
に
至
っ
た
。
電
気
上
の
通
信
は
、
程
々
の
取
引
市
場
に
一
般
に
通
用
す
る
商
品
(
叉
有
償
詮
券
)
の
債
格
差
よ
り
、
同
時
期
の
寅
却
又
は
賊
入
に
よ
り
て
利
益
を
求
む
る
さ
共
に
、
英
作
戦
に
よ
り
殆
債
格
の
充
分
な
る
平
均
を
招
致
す
る
姉
崎
氏
取
引
(
r
z
g
q
z
z
E
)
ケ
招
致
し
た
(
辺
貨
は
除
外
さ
る
)
。
現
代
の
交
通
制
度
及
び
夫
に
基
づ
け
る
設
備
に
し
て
、
商
業
を
助
〈
る
華
客
収
集
の
特
別
な
る
方
法
は
、
我
等
に
悶
係
あ
る
原
因
に
路
右
す
べ
き
、
夫
等
の
現
象
の
一
部
ケ
も
看
過
せ
、
ざ
る
様
、
完
備
の
忽
に
考
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
交
通
関
係
の
上
に
激
烈
な
る
改
援
を
う
け
た
る
も
の
メ
ヅ
セ
、
容
易
に
説
明
し
得
ら
る
、
結
果
は
、
定
期
市
の
衰
微
で
あ
る
。
印
も
大
取
引
の
数
多
の
原
因
集
ま
り
、
或
地
鮎
に
後
生
し
た
る
勝
良
市
場
に
し
て
、
生
産
者
は
其
商
品
を
以
て
卸
商
及
び
商
人
を
し
て
、
一
定
の
時
期
に
集
合
す
ぺ
き
地
鮎
営
必
一
安
な
ら
し
め
た
る
不
完
全
な
る
、
交
通
方
法
に
立
脚
せ
る
、
歴
史
的
立
義
含
有
せ
る
市
場
で
あ
る
。
目
疋
等
の
原
因
の
狛
依
然
ご
一
般
交
通
方
法
の
経
抗
的
意
義
さ
特
質
し
て
存
在
す
る
筒
所
は
、
今
日
狛
市
場
は
存
泣
せ
ら
る
。
過
去
に
捉
は
れ
て
、
時
期
的
陳
列
所
に
外
な
ら
，
さ
る
見
本
市
場
に
よ
り
、
夫
?
補
充
せ
ん
さ
努
む
る
者
ゐ
り
さ
雄
、
日
疋
は
商
業
の
内
部
の
性
質
に
就
き
で
は
、
何
等
の
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
。
同
様
な
る
方
面
に
て
、
思
索
研
究
の
結
果
、
年
定
期
市
起
り
し
も
、
こ
は
一
部
分
中
間
取
引
さ
小
取
引
三
の
ゑ
に
、
一
日
記
只
の
機
曾
さ
な
る
が
、
共
他
は
農
産
物
さ
ヱ
義
口
仰
の
生
産
者
が
、
消
費
者
ご
直
接
取
引
営
な
す
目
的
を
山
達
成
す
る
に
在
り
て
、
商
業
上
深
甚
の
殺
呆
は
乏
し
い
の
で
あ
る
。
結
局
完
全
な
る
運
送
通
路
の
方
向
は
、
叉
商
業
活
路
の
方
向
ケ
意
味
す
る
さ
い
ふ
事
は
、
明
瞭
に
し
て
、
世
界
商
業
の
大
な
る
商
品
移
動
に
閲
し
て
は
、
国
民
生
活
に
、
深
き
怠
義
含
有
し
た
る
経
済
史
の
現
象
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
υ
従
来
の
歴
史
的
時
期
を
室
せ
る
滋
勤
に
し
て
、
最
近
の
、
過
去
及
川
υ
現
在
に
屈
す
る
も
の
は
(
只
ヱ
ズ
運
河
、
大
平
洋
銭
港
、
西
比
利
亜
銭
滋
、
パ
ナ
マ
運
河
、
バ
ク
グ
ツ
ト
銭
道
)
な
ぜ
追
懐
せ
ら
る
。
一
入
力
商
業
さ
経
沼
労
銀
、
資
本
利
子
及
び
地
代
に
及
ぼ
す
影
響
債
格
現
象
ご
し
て
の
準
設
を
合
め
る
交
換
経
済
的
貨
物
供
給
に
於
け
る
利
盆
の
分
配
は
、
山
首
然
交
通
方
法
の
活
動
性
に
依
り
、
一
定
方
向
じ
於
て
影
響
を
蒙
4
Q
。生
産
の
増
加
ご
遜
改
さ
は
、
第
カ
の
需
要
上
影
響
な
き
誇
に
ゆ
か
ぬ
。
一
般
に
殊
に
も
工
業
地
を
形
成
す
る
彪
は
、
労
銀
の
騰
交
の
意
味
じ
て
主
張
せ
ら
る
。
交
通
制
度
の
後
迭
に
依
り
て
地
方
的
労
銀
は
止
み
、
又
庭
世
上
地
方
的
拘
束
ぞ
う
け
た
る
賃
銀
上
の
故
障
が
消
滅
せ
し
を
以
て
、
労
働
供
給
さ
需
要
の
慌
張
が
、
遠
き
区
域
を
超
え
、
共
代
り
に
表
は
る
。
他
の
事
情
に
し
て
、
般
労
働
者
ヶ
一
定
の
土
地
に
拘
束
せ
ぬ
限
り
、
非
常
に
交
通
低
廉
な
る
時
に
際
し
、
労
力
の
需
要
の
存
在
す
る
筒
所
又
は
労
銀
の
高
き
場
所
に
、
職
業
ル
パ
』
求
む
か
将
叉
、
州
労
働
の
必
要
止
み
労
働
の
報
酬
の
減
少
せ
る
庭
よ
り
、
退
去
す
る
一
事
は
、
努
働
者
の
任
意
ざ
な
っ
た
。
極
め
て
後
建
せ
る
通
信
制
度
は
、
此
平
均
に
も
著
し
く
放
験
す
る
。
被
保
者
の
移
動
が
極
め
一
九
O
て
盛
に
な
り
、
各
図
よ
り
続
々
、
海
中
」
超
え
て
迄
も
、
手
績
を
経
た
る
大
群
の
移
住
が
行
は
る
、
程
皮
に
旺
盛
さ
な
b
し
が
、
此
移
住
は
勢
銀
の
平
均
上
、
相
応
の
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
o
併
し
な
が
ら
人
類
の
相
互
的
接
近
又
は
努
働
者
同
盟
ご
し
て
表
は
る
〉
相
互
的
国
陸
組
織
は
、
交
遮
の
脱
税
遣
に
依
り
、
著
し
く
良
好
ざ
な
り
、
共
同
盟
よ
り
し
て
、
労
銀
関
係
に
徹
底
的
援
化
が
生
十
る
の
で
あ
る
。
例
人
的
努
銀
よ
り
国
際
的
努
銀
設
定
に
及
ば
し
め
た
る
、
労
働
階
級
の
組
織
は
、
現
代
の
交
通
制
皮
な
く
ん
ば
、
事
も
思
考
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
地
方
的
貸
率
の
或
る
平
均
上
の
意
味
に
て
、
交
通
方
法
は
又
夫
が
誘
致
す
る
需
要
口
仰
の
償
格
の
平
均
に
よ
り
て
、
不
熟
練
般
労
働
さ
生
計
費
さ
に
到
す
る
一
般
的
労
銀
賃
率
問
に
在
る
関
係
に
基
づ
く
も
の
に
、
間
接
に
作
用
し
て
ゐ
る
。
極
々
の
原
因
集
合
し
て
作
用
せ
ら
れ
た
る
蕊
文
化
及
び
新
文
化
諸
閥
問
の
労
銀
の
平
均
の
傾
向
は
、
極
め
て
知
設
省
ざ
な
っ
た
。
活
文
化
図
の
諸
邦
に
於
て
は
、
人
口
の
密
度
に
依
り
金
額
は
低
く
且
例
令
労
働
者
の
同
政
に
よ
り
て
、
高
め
ら
る
、
主
ご
も
、
猶
経
済
的
影
響
の
念
日
用
品
の
す
同
債
な
る
故
、
質
質
賃
銀
ご
し
て
比
較
的
低
廉
で
あ
る
。
新
た
に
開
か
れ
た
る
諸
国
に
あ
り
で
は
、
勢
力
の
少
き
ご
農
産
物
の
低
廉
な
る
須
に
、
貨
倣
m
賃
銀
も
、
質
質
賃
銀
も
高
し
(
例
令
質
質
賃
銀
は
屡
関
税
に
よ
り
、
工
業
生
産
品
が
商
慣
ご
な
る
を
以
て
、
数
字
に
表
は
れ
た
る
よ
b
も
高
か
ら
十
ご
い
ふ
さ
錐
)
。
容
易
ご
な
れ
る
交
通
に
依
り
相
互
的
影
響
に
操
れ
る
平
均
は
、
明
か
で
あ
る
。
新
世
界
よ
り
の
農
産
物
の
総
入
に
依
り
、
宮
文
明
閣
の
各
園
の
債
格
に
、
質
賃
貸
銀
の
勝
賞
ケ
意
味
す
る
、
或
照
治
一
ヶ
及
ぼ
し
た
る
ご
同
時
に
、
労
働
者
の
海
外
移
住
に
よ
り
、
規
準
的
労
銀
は
増
加
せ
ら
れ
た
り
。
新
聞
の
諸
国
に
於
て
は
、
債
格
勝
賞
の
影
響
に
就
き
、
農
産
物
の
総
出
減
少
し
、
又
他
方
に
於
て
労
働
者
の
移
入
並
び
に
資
質
及
び
貨
幣
賃
銀
は
減
少
し
た
。
大
都
市
の
後
迭
は
、
幾
多
の
原
因
に
綜
す
べ
き
も
、
就
中
交
通
方
法
の
完
成
は
、
第
一
位
じ
置
か
れ
る
、
其
後
法
は
、
稲
山
々
の
原
因
関
聯
し
て
、
交
通
制
度
ご
労
銀
問
の
関
係
を
一
見
に
媒
介
し
た
る
或
深
き
影
響
一
般
交
担
方
法
の
経
済
的
立
読
さ
特
質
を
、
明
か
に
努
銭
関
係
に
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
資
本
の
移
動
は
、
勿
論
人
間
の
移
動
よ
り
も
、
些
少
な
る
障
害
に
選
ひ
、
且
貨
倣
市
及
び
信
用
の
形
に
於
け
る
資
本
の
譲
渡
に
は
経
済
的
計
算
上
何
等
賞
用
的
致
果
tf
生
性
、
ざ
る
、
浪
費
関
係
生
十
る
を
以
て
、
交
通
方
法
の
平
均
的
作
用
は
、
会
く
特
別
に
資
本
利
子
の
範
囲
に
表
は
る
。
勿
論
利
子
の
清
算
さ
る
、
商
品
移
動
に
よ
b
て
、
諸
国
間
の
終
局
の
資
本
譲
渡
が
起
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
運
迭
の
完
全
さ
低
廉
さ
は
、
是
等
の
商
品
移
動
を
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
よ
り
免
れ
し
め
た
、
資
本
譲
渡
上
他
の
障
害
な
き
限
b
、
其
完
成
階
段
に
あ
る
交
通
方
法
は
、
遠
隔
な
る
諸
国
間
の
利
率
が
、
会
く
平
等
性
骨
招
致
す
る
事
に
な
ら
う
。
地
代
に
関
し
て
は
、
銃
に
前
箇
所
に
て
此
貼
に
接
鰯
す
る
の
機
曾
が
あ
っ
た
、
需
要
匡
域
の
供
給
が
行
は
る
、
其
区
域
へ
、
新
ら
し
き
区
域
が
編
入
せ
ら
る
¥
お
に
依
り
、
運
送
費
低
廉
の
忽
に
、
湾
市
場
区
域
内
の
需
要
に
割
し
、
供
給
力
増
加
す
る
に
従
ひ
、
依
格
及
び
英
中
に
合
ま
れ
た
る
地
代
は
一
腿
泊
一
せ
ら
る
》
九
商
業
さ
経
済
事
、
又
如
何
に
増
加
的
需
要
が
、
夫
に
交
通
完
成
が
反
封
作
用
子
及
ぼ
す
事
あ
る
地
代
の
債
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
を
得
る
か
か
」
、
五
口
人
は
知
る
の
で
あ
る
。
新
ら
し
く
引
き
入
れ
ら
れ
た
る
国
一
域
に
て
、
地
代
が
漸
く
騰
貴
債
格
T
後
生
す
る
事
は
、
同
様
に
総
定
的
の
も
の
で
あ
る
。
其
総
結
果
は
恰
も
A
1
債
格
の
卒
均
の
中
に
合
ま
れ
た
る
或
析
の
補
墳
で
あ
る
つ
今
研
究
せ
ら
れ
た
る
移
動
は
、
各
方
面
に
同
等
の
生
産
保
件
あ
る
に
蛍
b
、
趨
丸
山
田
の
債
格
に
て
充
足
さ
れ
た
る
需
要
の
粍
皮
及
び
、
共
需
要
を
丁
度
実
債
格
に
て
充
足
す
る
供
給
区
域
の
範
悶
ご
に
依
り
て
、
定
ま
る
ぺ
き
英
一
定
貼
に
落
附
く
に
相
違
な
い
。
交
通
低
廉
の
影
響
は
、
同
様
に
銃
に
論
議
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぎ
り
し
如
く
、
者
し
新
広
域
が
、
有
利
な
る
生
産
保
件
ケ
具
備
す
る
な
ら
ば
、
共
作
用
一
局
深
〈
及
ぶ
の
で
あ
る
。
交
通
改
善
の
終
局
の
影
響
は
、
地
代
の
資
本
化
に
よ
っ
て
、
大
な
る
経
済
的
範
同
の
事
貸
さ
な
b
、
又
少
将
‘
皮
に
於
て
、
此
事
は
先
に
仮
定
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
も
営
成
る
。
資
本
化
の
結
果
地
代
は
其
閣
の
平
均
的
反
人
口
に
て
、
土
地
の
利
子
股
九
盆
の
不
可
分
的
部
分
ざ
し
て
思
料
せ
ら
る
。
此
牧
盆
の
減
少
は
生
産
者
に
ご
り
て
は
、
士
地
の
吹
盆
僧
位
又
は
市
場
使
値
(
資
本
債
佐
)
ざ
な
り
て
、
再
現
す
る
或
損
失
を
党
球
す
。
目
下
成
立
し
つ
〉
の
る
資
本
化
に
依
倍
以
せ
る
共
階
段
に
濁
し
、
斯
く
の
如
き
原
因
よ
り
脱
税
生
せ
る
伺
格
の
路
一
泊
一
は
.
犬
が
た
め
其
生
産
者
の
全
階
級
に
、
多
少
共
芳
し
き
利
子
の
損
失
及
び
資
本
の
損
失
ぜ
か
斗
来
さ
し
め
、
下
落
せ
る
債
格
に
て
貝
ふ
消
費
者
の
利
金
は
犬
に
相
反
す
る
の
で
あ
る
o
五
日
人
の
目
撃
せ
し
が
如
〈
、
破
綻
に
瀕
せ
る
経
済
的
現
象
は
、
理
論
的
に
は
装
容
易
に
解
秤
せ
ら
る
る
も
、
質
際
的
関
家
行
政
上
に
困
難
な
る
問
題
が
、
此
虎
よ
り
後
生
す
る
事
が
あ
る
。
大
都
市
的
居
住
地
の
地
代
に
謝
す
る
交
通
方
法
の
関
係
は
、
地
代
償
に
よ
り
て
影
響
せ
ら
れ
た
る
住
宅
関
係
に
於
て
、
特
殊
の
趨
用
。
ぜ
見
る
、
者
し
鋒
業
生
活
の
集
人
目
ざ
し
て
の
中
心
す
ら
も
、
此
影
響
を
蒙
ら
ぎ
る
な
ら
ば
、
改
善
せ
ら
れ
た
る
交
通
方
法
が
、
居
住
地
の
周
回
に
新
住
宅
診
散
布
す
る
守
均
し
う
る
さ
共
に
、
中
心
に
集
ま
ら
ん
ざ
す
る
都
市
的
住
宅
区
域
の
家
屋
の
利
盆
の
更
に
騰
高
す
る
を
抑
制
す
る
か
、
又
は
砂
〈
も
妨
ぐ
る
意
味
に
於
け
る
作
用
が
行
は
る
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
同
時
に
農
業
及
び
工
業
の
、
交
通
方
法
の
影
響
の
詳
に
て
経
験
す
る
改
造
を
迫
想
せ
ば
、
交
通
完
成
の
影
響
に
し
て
、
地
代
の
形
態
に
表
は
る
る
其
方
治
に
割
し
、
次
の
反
濁
命
題
・
起
る
、
交
通
の
完
成
は
、
地
方
的
位
置
よ
り
後
生
す
る
地
代
に
、
卒
均
作
用
さ
一
部
は
緩
和
作
用
を
起
し
、
「
夫
に
反
し
自
然
的
生
産
利
盆
よ
り
生
子
る
地
代
を
ば
、
高
き
程
度
に
致
カ
あ
ら
し
む
」
ご
。
最
後
に
交
通
方
法
の
傍
播
に
よ
れ
る
、
地
代
の
地
方
的
泌
氏
生
を
思
考
す
べ
き
で
あ
る
。
通
路
の
施
設
、
殊
に
出
後
知
、
停
留
地
賠
の
土
地
の
牧
得
に
依
b
、
又
建
築
地
に
於
け
る
農
業
経
済
的
に
利
用
さ
る
る
土
地
面
積
の
謎
形
に
依
b
、
叉
増
加
せ
る
般
労
働
者
の
ゑ
の
後
利
的
施
設
ご
、
住
宅
地
さ
を
所
持
せ
る
地
方
に
、
移
住
の
珠
想
ゐ
る
に
よ
り
て
、
新
ら
し
き
交
通
方
決
の
後
生
を
促
す
ぺ
き
、
夫
等
の
土
地
の
寅
買
債
格
の
騰
交
は
明
白
で
あ
る
。
一
般
交
通
方
訟
の
経
済
的
意
義
之
特
質
完
成
せ
る
交
通
制
度
に
依
れ
る
様
々
な
る
生
活
区
域
の
影
響
及
び
夫
よ
り
後
生
せ
る
経
済
上
の
反
動
吾
人
の
物
的
生
活
上
の
全
般
の
性
質
の
上
に
、
経
済
的
俊
一
遥
が
及
ぼ
し
た
あ
、
多
方
面
の
副
作
用
及
び
徐
殺
を
細
部
に
亙
り
て
研
究
す
る
は
、
恐
ら
く
必
要
ざ
し
な
い
、
如
何
に
多
方
面
に
於
て
、
我
等
の
欲
的
主
充
足
上
の
現
代
の
形
態
は
、
此
結
に
規
準
的
原
因
を
有
す
る
賃
設
守
、
誰
人
も
認
な
る
に
跨
跨
せ
な
い
の
で
あ
る
o
交
通
の
後
建
に
よ
り
て
始
め
て
吾
人
に
知
ら
し
め
、
又
各
地
よ
り
叉
各
風
土
よ
b
入
り
た
る
是
等
の
原
因
は
、
如
何
に
多
〈
の
貨
物
を
豊
か
に
せ
し
か
。
又
他
方
に
於
て
、
食
物
、
衣
服
、
住
居
の
一
般
の
消
費
に
於
て
は
、
其
卒
等
性
に
は
営
然
地
理
的
、
倫
理
的
の
特
質
に
は
其
限
度
ゐ
れ
ー
と
も
、
叉
是
等
の
限
界
ケ
も
、
部
分
的
に
超
越
せ
し
卒
均
類
似
さ
卒
等
の
方
向
を
経
た
る
か
ざ
い
ふ
事
を
認
む
る
の
で
あ
る
種
々
の
生
活
区
域
の
上
に
及
ぼ
し
た
る
交
、
過
の
深
刻
な
る
影
響
を
、
個
々
に
調
査
す
る
事
由
は
、
猶
乏
し
い
、
滋
に
は
五
日
人
の
研
究
に
拘
は
る
現
象
さ
物
怯
一
九
三
商
業
主
経
済
ご
の
問
の
関
係
が
、
買
質
的
原
因
ご
し
て
略
述
す
る
。
こ
れ
終
局
の
結
果
を
誘
起
す
る
程
々
ト
雑
多
の
原
因
結
合
で
あ
る
o
兎
に
角
是
等
の
原
因
の
集
令
陸
に
、
交
通
制
度
の
悶
奥
せ
る
部
分
は
、
著
い
も
の
で
あ
る
。
集
合
生
活
の
補
助
機
関
ご
し
て
、
並
び
に
五
日
人
が
文
化
ざ
い
ふ
名
親
の
詐
仁
、
網
羅
す
る
を
常
ご
す
る
人
類
の
後
達
ω、
抑
制
々
な
る
方
面
に
関
す
る
交
通
制
度
の
殺
果
は
、
此
庭
に
て
は
又
経
済
上
に
反
映
す
る
、
そ
の
徐
致
の
結
局
に
五
円
人
の
興
趣
ケ
戚
悲
し
む
る
の
で
あ
る
。
只
二
三
の
も
の
は
、
現
象
の
範
国
よ
り
除
外
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
世
界
交
通
は
、
相
互
的
補
充
ご
奨
廟
さ
を
意
味
す
る
其
交
通
の
中
に
理
解
せ
ら
れ
た
る
、
図
民
経
済
の
或
従
属
性
ぞ
賛
し
て
ゐ
る
が
、
又
他
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
先
俊
擦
を
獲
ん
が
匁
必
然
戦
争
迄
も
貼
附
せ
。
さ
る
程
の
競
争
を
惹
起
し
た
。
原
始
的
関
民
生
活
の
階
段
に
於
て
は
、
長
・
良
の
狩
獄
地
さ
漁
業
地
の
争
、
肥
沃
な
る
牧
地
さ
果
貫
土
地
の
争
奪
で
あ
る
。
回
取
、
返
の
事
故
は
此
黙
に
就
き
永
く
論
及
す
る
は
、
蛇
足
の
成
あ
る
程
明
瞭
旦
印
象
深
き
も
の
で
あ
る
。
此
黙
に
闘
し
一
九
四
動
き
っ
、
あ
る
政
治
的
範
囲
は
、
交
通
の
後
達
に
よ
り
て
共
に
著
し
く
誘
護
せ
ら
れ
又
促
進
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
五
日
人
は
只
強
き
図
家
制
度
に
到
達
す
ぺ
き
園
民
の
要
素
の
融
合
が
、
如
何
に
甚
だ
し
く
完
備
せ
る
交
通
念
保
件
ざ
す
る
か
を
、
直
ち
に
合
得
せ
ん
ご
思
は
い
、
回
股
史
的
事
蹟
に
着
服
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
完
全
な
る
交
通
よ
り
し
て
、
其
閥
民
の
経
済
上
に
最
も
有
盆
な
る
街
勤
の
出
づ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
交
通
方
治
は
、
人
類
相
互
の
赴
合
的
関
係
に
、
如
何
に
改
造
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
る
か
は
、
同
様
に
容
易
に
洞
察
せ
ら
る
。
一
肱
合
関
係
は
、
自
己
の
思
想
、
成
情
及
び
利
窓
口
に
就
き
で
は
個
々
人
を
し
て
、
常
に
か
、
》
る
結
合
に
は
前
提
を
要
す
る
包
括
的
一
此
舎
に
融
合
せ
し
な
る
O
H
疋
等
の
要
件
は
、
滋
に
始
め
て
極
々
の
生
活
区
域
に
向
っ
て
、
新
計
劃
を
設
定
し
、
実
質
現
が
又
経
済
を
支
配
す
る
の
で
あ
る
。
此
経
済
的
及
び
図
家
的
後
遠
の
特
殊
の
現
象
は
、
都
市
の
後
迭
に
し
て
、
殊
に
大
都
市
の
後
迭
で
あ
る
。
交
通
方
法
さ
此
問
係
は
既
に
ち
込
r
o
o
q官
官
。
勺
写
r
o
の
(
如
斯
理
由
よ
り
二
個
の
現
象
の
原
図
的
関
係
に
関
聯
せ
る
不
完
全
な
る
結
論
の
意
)
ざ
い
ふ
句
ケ
以
て
示
3
る
。
種
々
な
る
有
利
の
又
は
不
利
な
る
附
随
的
現
象
は
、
誰
人
さ
雄
も
免
れ
な
い
、
其
中
に
で
も
、
経
済
的
行
須
の
住
宅
問
題
は
、
明
か
に
新
ら
し
き
問
題
を
呈
し
て
ゐ
る
c
其
解
決
に
は
、
交
通
方
法
夫
自
身
が
寄
奥
す
べ
き
峨
能
含
有
し
て
ゐ
る
。
殊
に
精
紳
的
及
び
良
俗
的
生
活
に
調
し
、
一
般
の
数
百
紋
態
(
族
行
、
通
信
、
印
刷
物
)
の
向
上
に
於
け
る
、
完
成
せ
る
交
通
方
法
の
影
響
は
、
買
に
著
し
〈
考
慮
せ
ら
れ
、
他
の
方
面
に
於
て
亦
増
加
的
生
存
競
争
印
も
我
等
の
現
代
的
生
存
の
早
念
及
び
無
休
(
焦
慮
)
ご
が
考
慮
せ
ら
る
。
又
始
め
に
考
慮
せ
し
結
に
於
て
、
科
m
A
干
さ
技
術
さ
は
、
共
部
の
促
進
守
見
る
時
に
や
回
り
、
各
勢
力
の
緊
張
に
よ
り
、
康
範
固
に
一
日
一
る
経
済
は
、
支
配
的
生
活
内
容
に
迄
も
な
る
が
如
く
重
也
ら
れ
、
其
結
果
経
済
は
、
其
内
容
に
向
っ
て
.
手
段
よ
り
目
的
に
、
殆
目
的
其
物
に
迄
も
な
っ
た
の
で
占
の
る
。
交
通
に
依
り
て
経
済
及
び
種
々
の
生
活
区
域
に
、
開
防
署
す
る
錯
雑
に
し
て
又
重
要
な
る
関
係
念
、
新
採
一
般
交
担
方
法
の
結
前
的
窓
読
さ
特
質
に
包
括
的
隊
ま
に
於
て
一
児
す
る
時
、
夫
に
て
交
遁
方
法
ご
い
ふ
其
特
性
能
力
ゐ
る
武
器
を
所
有
す
る
、
図
家
な
る
も
の
は
共
闘
民
の
経
済
上
、
影
響
あ
る
ぺ
き
診
察
知
し
、
立
(
機
闘
争
-
、
閥
民
の
保
護
及
び
正
し
き
法
規
の
調
象
ご
忽
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
い
ふ
事
は
、
自
ら
剣
明
す
る
。
一
九
五
